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今年度、都市計画マスタープランに基づく地区別計画として、地区の皆様と行政の協働により、地区

の実情を踏まえたまちづくりを推進するため、｢田子浦地区まちづくり計画｣を策定することとなりまし

た。 

田子浦地区においては、平成 27 年度に地区の目指すべき将来像を共有し、地区が一体となった継続

的なまちづくり活動を進めていくための”道しるべ”として｢まちづくり行動計画｣が策定されました。

今回策定する｢田子浦地区まちづくり計画｣は、「まちづくり行動計画」を補完し、地区住民の皆様だ

けでは解決できない課題を踏まえ、ハード・ソフトの両面から地区と行政の協働によるまちづくりを推

進するための総合的な計画になります。 

この計画は、今後のまちづくりを地区の皆様と一緒に進めるための重要な計画となりますので、計画

の策定過程を『田子浦地区まちづくりニュース』として、随時皆様に情報提供していきたいと考えてい

ます。 

そこで、『田子浦地区まちづくりニュース』の第１号として、第 1 回検討会（5 月 30 日(火)開催）、

第 2 回検討会（6 月 17 日(土)開催）、第３回検討会（７月 27 日(木)開催）の内容について皆様にお知

らせいたします。 

 第１回検討会を開催しました （５月３０日(火) 開催） 

■検討会の構成 

検討会は５４名の田子浦地区在住の委員で構成されています。 

役員として、会長に早房照芳氏、副会長に山田正廣氏、遠藤幸造

氏が決定しました。また、オブザーバーとして、富士市議会議員の

佐野智昭氏、萩野基行氏が就任されました。 

規約（案）について確認し、承認されました。 

田子浦地区まちづくり計画検討会規約 （一部抜粋） 
(目 的) 

第２条 この検討会は、田子浦地区の将来像やまちづくりの方針等を定める「田子浦地区まちづくり計画」(以下「計画」

という)を策定することを目的とする。

(組 織) 

第４条 検討会は、田子浦地区に在住又は在勤する者で組織する。

(会長及び副会長) 

第５条 検討会に、会長１名、副会長２名を置く。

(任 期) 

第７条 委員の任期は、平成２９年５月３０日から計画策定までとする。

■検討会委員の自己紹介 

次回以降の検討会に向け、同じグループの委員の皆さんで自己紹介と住んでいる区の良い所、

困っている所を挙げてもらいました。その後、第 2 回検討会で行うタウンウォッチングのため

に、自己紹介での意見を参考に、見て回りたい具体的な場所の相談を行い、第１回検討会は終

了しました。 

 計画策定の流れと今後のスケジュール 

田子浦地区まちづくり計画ガイダンス第１回 

H29. 5.30(火) 

タウンウォッチングによる課題確認第２回 

H29. 6.17(土)

課題の整理・まちづくりの将来像の検討第３回 

H29. 7.27(木)

復興まちづくり訓練の実施第４回 

H29.10. 7(土)

地域を歩いて、課題を洗い出します

魅力や問題を出し合い、課題を整理します

地区の将来像を検討します

防災・復興に配慮したまちづくりを検討します

TAGO

まちづくりの方針・方向性の検討第５回 

H29.11. 2(木) 将来像を実現するための、

まちづくりの方針や方向性を検討します

具体的な取組内容の検討第６回

H29.12. 4(月) まちづくりの方針や方向性を踏まえ、具体的な取組内容を検討します

実施体制と計画案の検討第７回 

H30. 1
取組に向けての実施体制と計画案を検討します

田子浦地区まちづくり計画策定

■住民の皆様へ 

本検討会では、今後、子どもや孫の世代のためにも、本地区がより良いまちとなるための協議・

検討を進めてまいります。検討会や、計画策定に関するご質問やご意見等については、下記までお

寄せください。 

富士市 都市整備部 都市計画課 

ＴＥＬ：55-2786 ＦＡＸ：51-0475 Mail：toshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp 

回覧 

■検討会規約の承認 

～早房会長よりご挨拶～ 万葉の昔から親しまれている富士山を背に、砂浜と松の緑が映える、子どもか

ら高齢者までみんなが楽しく元気に暮らせるまちが田子浦地区です。 

人口減少、空家問題、交通問題、防災対策など様々な問題もありますが、「富士

山、みなと、松林 みんなで創ろう未来の田子浦」を地区の将来像として、安全・

安心で誰もが暮らしてよかったと思える住みよいまちにするため、今後とも皆様

のご協力をお願いいたします。 



 第２回検討会を開催しました （６月１７日(土) 開催） 

第 2 回検討会では、地域の魅力や問題点を確認するため、タウンウォッチングを行いました。タウンウォッチングとは、テーマを設定しまちの中を歩き観察することで、地域の実状を把握する手法です。

今回、田子浦地区を４つのエリアに分け、各グループがまちの現状を把握し、地域の優れた資源や環境を発見するとともに、様々な問題点が確認できました。 

◆Ａグループ(東宮島区・下川成区・宮島新田区・助六区)◆ ◆Ｂグループ(前田区・川成島区・柳島区・柳島日東区)◆

 第３回検討会を開催しました （７月２７日(木) 開催） 

◆Ｃグループ(中丸浜区・中丸丘区・新浜区・江川区)◆ ◆Ｄグループ(前田新田区・鮫島区・小須区・田子区)◆ 

第 3 回検討会では、前回のタウンウォッチングの内容を補足するかたちで、田子浦地区全体の魅力や問題点を確認しました。そして、そこで挙げられた魅力や問題

点、タウンウォッチングの結果や「田子浦地区まちづくり行動計画」の内容から、田子浦地区のこれからのまちづくりに必要なことを検討しました。 

◎検討会におけるグループ分けについて◎ 

<エリア分けマップ> 

検討会では、各区の実状を踏まえ、よりきめ細かな視点

を持ち話し合いを進めるため、田子浦地区全体を町内会単

位で４つのグループに分け、検討会を進めています。 

グループ分けは次のとおりとなります。 

Ａグループ：東宮島区・下川成区・宮島新田区・助六区 

Ｂグループ：前田区・川成島区・柳島区・柳島日東区 

Ｃグループ：中丸浜区・中丸丘区・新浜区・江川区 

Ｄグループ：前田新田区・鮫島区・小須区・田子区 

青字：良い点 赤字：悪い点 

※田子浦地区の現状は委員意見の抜粋となります。


